

























観光学部 LIP 体験教育旅行＆夏学習「夏旅！」 
～教育学部・泉大津市＆日高川町・和泉市 & かつらぎ町との連携事業をふり返って～
LIP “Natsutabi ! ”- Experiential Education Travel & Summer Learning Program in the Faculty of Tourism:
Review of the LIP Programs cooperated with the Faculty of Education, Izumiotsu city & Hidakagawa 
town, and Izumi city & Katsuragi town
(LIP: Local Internship Program)
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Abstract：
The Faculty of Tourism offers Local Internship Programs (LIP) in partnership with local governments in Wakayama, 
southern Osaka and other parts of Japan. The aim is for students to visit local areas and research issues and problems 
arising in the community (http://www.wakayama-u.ac.jp/tourism/en/internship/lip.html).  As one of them, LIP “Natsutabi” 
was started in 2017, however, this program differs in many ways from the conventional LIPs. 
It is also positioned as one of the projects of a university-wide organization called “Experience Education Travel & 
Summer Learning program”, which was a two-day or three-day experiential education trip for elementary school 
students. This is a consist of two collaborative projects; one is among Hidakagawa Town, Izumiotsu City and Wakayama 
University started in 2017, and the other is among Izumi City, Katsuragi Town and Wakayama University since 2018. 
Under the framework of the LIP, students of the Faculty of Tourism promoted the project with students of the Faculty of 
Education taking advantage of the learning characteristics of each faculty. 
The purpose of this study is to elaborate the three-year programs of this project for the following three points. (1) Sharing 
detailed program contents as a record, (2) Considering the characteristics of differences from other LIPs, (3) Considering 









































































・2017 年 8月17日～ 20日
・2018 年 8月19日～ 21日

























































































































本プログラムは、2019 年 8月19日（月）～ 21日（水）に
かけて、きのくに中津荘及びその周辺にて実施された。学生
参加者 23 名中、観光学部からの参加者は5名（1年生 4名、













































































































































































































































































































































































返りをみるために、2018 年度および 2019 年度の単著のレポー
トにおける学生の記述を確認した。
準備不足を振り返り、事前準備の必要性および重要性に
言及している点や、児童の安全への配慮に関する記述には、
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教育学部生と観光学部生に共通性が見られた。一方、教育
学部生ならではの特徴としては、（5）「先生」あるいは「教師」
という言葉がたびたび使用されていることで、2019 年度の教
育学部生の半数のレポートに見られた。将来の職業への意識
が表出されているようで、（6）子どもへの指示や配慮につい
ての振り返りなどにも、教育的な視点が窺えた。このような特
徴を表している記述の一部を下記に例示する。
（5）「先生」としての姿勢・将来像としての「教師」
E-18-a：教師は身に付けた知識と現場での経験がそろわな
ければならないのですが、大学生活の中で子ども
と触れ合える機会というのはごく限られたものであり
ます。ですから、現場での体験ができる今回のよう
な企画に魅力を感じました。【教師に必要となる体
験】 
E-19-h：…食事指導や就寝指導の際には「先生」として
厳しめに接することができた。易しいときと厳しいと
きの切り替えをうまく行うことができたのは非常に良
かったと考える。【先生としての姿勢】
E-19-j：夏旅で子どもたちと過ごしていく中で、教師になる
には教科書に載っていることだけでなく、それぞれ
に付随した知識も備えなければいけないなと感じま
した。【教師の在り方】
E-19-k：子どもとの触れ合いを通して、改めて教師の魅力
を感じることが出来たのでよかったです。【教師の
魅力】
　E-19-m：将来、先生になった時にも日常生活でも予想外の
ことがたくさん起こる。将来のためにも今出来る努
力を怠らないようにしたいと思った。【教師になるた
めの備え】
これらの記述例からは、宿泊研修を通して児童と接するな
か、教師という職業の魅力を実感し、体験を通して教師の姿
勢やあり方を意識し、将来教師になるために自らが現在なす
べき点は何かを認識した様子が窺える。
（6）子どもへの指示・教育的配慮
E-18-b：（手作りプラネタリウムに言及して）…寝る前に部屋
で手作りプラネタリウムを光らせていたり、うれしい
出来事が多かった。この“興味・好奇”をしっか
りと学びへ行かせるような手立てが、もう一段階必
要だったのかどうかは悩みどころである。【教育的
学びへの言及】
E-19-b：…ジャスチャーゲームは回答の仕方を改善すべき
だと感じた。全体で挙手性だったため、回答者に
ばらつきがでていた。司会している側も誰を当てる
か判断が難しかった。チームで一人ずつなど細か
くルールを設定すべきだった。【方法改善への気づ
き】
　E-19-ｇ:（言うことを聞かない子供を叱る時、食事の際に
座らせる時）…私は子供たちを叱ることができずう
まく子供を誘導することができなかった。【叱ること
の難しさ】
　E-19-ｇ：（子供達と平等に接することの大切さに言及して）
しかし話しかけたいけど話しかけられない子がいる
ことに気づき自分から積極的に話かけることの大切
さを感じた。子供達の思いに気づくためには、子
供の様子をよく見る視野の広さが教員には求められ
る。【子どもへの配慮】
当該プログラムを通して、観光学部生には、プロジェクトを
企画し提供するという立場からプロジェクトを振り返る様子が見
られるとともに、学部教育においては子どもとの接点があまりな
いことから、教育学部生やリーダー会のメンバーという、知識
と体験において、自らよりも子どもをよく知る他者から学ぼうとす
る姿勢が見て取れた。一方、教育学部生は子どもと自身の関
わりの枠組みにおいて、教師なら、あるいは教師となるために
は、どうあるべきかという立場から自らの言動を捉えている場
面が多いように見受けられた。
いずれの学部の学生も、数日間ではあるが数十人の児童と
寝食を共にし、活動において児童を指導し支援する立場に身
をおくことによって、予想もしなかった事柄にも自ら考え対処し
なければならず、社会で求められる柔軟な社会性と対人関係
力を養うことにもつながるような、新たな気づきを得たことは確
かであろう。
Ⅴ．おわりに
本事業は観光学部においては LIPプログラムに位置づけら
れているものの、従来の LIPと異なり、全学組織の事業の一
つとしての背景を有する事業であった。また、学外の複数の
機関や団体と連携を図る事業でもあった。本稿を通して3年
間の事業を振り返り、次の諸点が確認できた。
第 1に、学生の学びという点では、本プログラム終了後の
レポートで、学生たちは夏旅を通して、自らの活動の姿勢や
準備の在り方、児童への接し方などについて振り返り、反省
すべき点を的確に指摘し、今後の改善点を明らかにしている。
さらに、リーダー会の方々や他の参加学生の活動の様子か
らもさまざまな点を学びとっていることが読み取れた。加えて、
他の LIPでは年齢が上の方 と々の活動が多い中、観光学部
のカリキュラムでは経験しがたい、小学生という発達段階にあ
る児童を主体とした活動は、この体験を通してコミュニケーショ
ンの図り方や安全面への配慮の重要性に気づく機会となり責
任感も増したようである。中期目標の前文にあげられている「柔
軟な社会性と対人関係力を養い」という点においても、学生
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の今後に資する活動であったといえるだろう。
第 2に、事業の目的設定に関する課題も浮き彫りになった。
教育学部生の多くが自己の将来像である教師という視座から
児童とのかかわりを捉える傾向にある一方で、担当教員の目
に映った観光学部生の戸惑いは、本事業において、観光学
部としての目的の明確化が十分ではなかった点を示唆してい
る。今後、同様の連携事業をLIPの枠組みで実施する場合
には、学部間連携事業全体の目的だけでなく、観光学部 LIP
の観点からも、独自の目的を設定することが望まれる。
最後に、アクティビティの内容と運営について一例を挙げ、
今後の新たな展望も含め検討課題を示しておきたい。「夜学
習」での天体観望会は、日高川町の自然の一部としての美し
い星空を取り上げる機会になっていると同時に、日高川町が
保有する望遠鏡機材を活用する数少ない機会にもなっている。
しかしその機材を維持管理できる人物が町に不在で、当日に
望遠鏡を運用できるのは実質的に中串だけであった。持続可
能性の観点からは、望遠鏡を用いた観望会に代えて単に裸
眼で星空を眺める「星空」観望会のみにする（これだけでも
泉大津の子供達や参加学生にとっては価値がある）ことも検
討すべきだろう。また最終年度以降、将来的にかわべ天文
公園との連携も考えるのであれば、むしろ本プログラムとは別
の観光・教育共同プログラムを立ち上げる、あるいは日高川
町が主体となって（和歌山大学の関係教員が監修する形で）
例えば星空案内人資格認定講座 2を開催して郷土教育に役
立てるなども考えられる。
この問題は学部間連携の観点から捉えることもできる。この
3年間を通じて多くの教員が本事業に携わり、夏旅を支えてき
たといえるが、他方、プログラムの持続性を念頭に置くならば、
関与する人員が多く、従って担当者が変更される機会が増え
ることにもなるため、いかに属人性を減らすか、が課題になる
と考えられる。これは観点を変えると、ごく限られた教員の力
量に依存してしまうことの懸念にも通じる。しかし、誰でもが担
当できるようなマニュアル化が可能かというと、部分的には可
能かもしれないが、プロジェクトマネジメントで一般的には言わ
れるように、これは難しい。逆に言えば、本事業を実践研究
と考えたとき、プロジェクトマネジメントの理論から見た本プログ
ラムの分析を行うことは、一考に値するのではないだろうか。
本稿では、観光学部としては従来の LIPとは運営や内容面
において異なる経験となった本事業の3年間を振り返り整理す
ることによって、当該事業の運営・運用のあり方や参加学生
の学びを確認することにつながった。さらに、観光学部の視
座から学部連携事業におけるLIPを捉えるとき、LIPとしての
目的の明確化に関しても課題が明らかになった。今後、同様
の連携事業が実施される際に、この点が活かされるよう本稿
において共有しておきたい。
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1　 案内チラシのタイトルは「2019 年度教育実践による地域活性化事業
フォーラム・体験教育旅行＆夏学習（夏旅）報告会」、主催は、和
歌山大学クロスカル教育機構　教育・地域支援部門及び和歌山大学
教育学部、後援は和歌山県教育委員会。これまでも実施されていた
同フォーラムに、2019 年度は夏旅も参加することとなった。
2　https://sites.google.com/site/hoshizoraannaishikakunintei/［2020 年 8
月25日確認］
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